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STABRO 負荷計算 令和6年版 における熱負荷計算法 

 

本プログラムの熱負荷計算法は「建築設備設計基準 令和 6 年版」および「正誤表」に準拠しています。 

 

出典を次のように表記します。 

注釈無し ･･･ 『建築設備設計基準 令和 6 年版』、『正誤表』 

便覧 ･･･ 空気調和・衛生工学会発行『空気調和・衛生工学会便覧 第 14 版』 基礎編 
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負荷計算項目 

 

最大熱負荷計算の計算項目を次に示します。 

熱 負 荷 の 種 類 記号 冷房負荷 暖房負荷 

構造体負荷 

外壁、屋根、ピロティ床 顕熱 ｑK1 ○ ○ 

内壁、床・天井 顕熱 ｑK2 ○ ○ 

地中壁、土間床 顕熱 ｑK３  ○ 

ガラス面負荷 
通過熱負荷 顕熱 ｑG1 ○ ○ 

日射負荷 顕熱 ｑG2 ○  

室内発生負荷 

照明負荷 顕熱 ｑE ○ △ 

人体負荷 
潜熱 ｑHL ○ △ 

顕熱 ｑHS ○ △ 

その他の内部発熱負荷 
潜熱 ｑF ○ △ 

顕熱 ｑM ○ △ 

すきま風負荷 窓サッシ 
潜熱 ｑLL 

ｑLS 

○ ○ 

顕熱 ○ ○ 

外気負荷 

全熱 ｑＯ ○ ○ 

潜熱 ｑＯL ○  

顕熱 ｑＯS ○  

 
○：計算している項目 
△：必要に応じて計算する項目 
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１ 壁体の熱通過率 

 

  (1) 一般構造体の熱通過率 

    Ｋ ＝ 1／（1／αｉ＋ΣＬ／λ＋Σｒａ＋1／αｏ） 

 

  (2) 土壌に接する構造体の熱通過率 

    Ｋｅ ＝ 1／（1／αｉ＋ΣＬ／λ＋Ｌｅ／λｅ） 

 

 Ｋ, Ｋｅ ：構造体の熱通過率［Ｗ／(㎡･Ｋ)］ 

 αｏ ：外壁外表面熱伝達率［Ｗ／(㎡･Ｋ)］ (αo＝23) 

 αｉ ：室内表面熱伝達率［Ｗ／(㎡･Ｋ)］ (αi＝9) 

 Ｌ ：構造体構成材料の厚さ［ｍ］ 

 λ ：構造体構成材料の熱伝導率［Ｗ／(ｍ･Ｋ)］ ･････(表 2-4) 

 ｒａ ：中間空気層の熱抵抗［㎡･Ｋ／Ｗ］ (非密閉中間層ｒａ＝0.07、密閉中間層ｒａ＝0.15) 

 λｅ ：土壌の熱伝導率［Ｗ／(ｍ･Ｋ)］ ･････(表 2-4) 

 Ｌｅ ：土壌の厚さ(≒1ｍとする)［ｍ］ 

 

 

２ 外壁、屋根等の構造体負荷 

 

  ○冷房負荷 

    ｑＫ１ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔc ･････(2-2-3(1) 参照) 

        (1)実効温度差 ETD で 26℃を選択している場合 

         △ｔc ＝ ＥＴＤｊ＋(２６－ｔｊ) ･････(表 2-13(b) 備考(3)) 

        (2)実効温度差 ETD で 28℃を選択している場合 

         △ｔc ＝ ＥＴＤｊ＋(２8－ｔｊ) ･････(表 2-13(a) 備考(3)) 

       △ｔc が負数の場合は 0 とする 

  ○暖房負荷 

    ｑＫ１ ＝ Ａ・Ｋ・Δｔh・δ ･････(2-3-2(1) 参照) 

         △ｔh ＝ ｔｊ－ｔｏｊ 
 

 ｑＫ１ ：構造体負荷［Ｗ］ 

 Ａ ：構造体の面積［㎡］ 

 Ｋ ：外壁または屋根の熱通過率［Ｗ/(㎡･Ｋ)］ 

 ＥＴＤｊ ：時刻ｊ時の壁体の実効温度差［℃］ ････(表 2-13(a)、表 2-13(b)) 

 △ｔc ：冷房内外温度差［℃］ 

 △ｔh ：暖房内外温度差［℃］ 

 ｔｏｊ ：設計用屋外温度［℃］ ･････(表 2-19) 

 ｔｊ ：設計用屋内温度［℃］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(b)) 

 δ ：方位係数 ･････(表 2-17) 

 

 ※設計用屋外温度：24 時間空調を行う場合は冬期夜間温度の乾球温度とする。 

 ※方位係数：24 時間空調を行う場合は乗じないものとする。 

 

 

３ 内壁通過熱負荷 

 

  (1) 非空調室や廊下等と接する場合 

    ○冷房負荷 

      ｑＫ２ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔc ･････(2-2-3(2) 参照) 

           △ｔc ＝ ｒ（ｔｏｊ－ｔｊ） 
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    ○暖房負荷 

      ｑＫ２ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔh ･････(2-3-2(2) 参照) 

           △ｔh ＝ ｒ（ｔｊ－ｔｏｊ） 

 

 ｑＫ２ ：内壁負荷［Ｗ］ 

 Ａ ：構造体の面積［㎡］ 

 Ｋ ：構造体の熱通過率［Ｗ/(㎡･Ｋ)］ 

 ｒ ：非空調室隣室温度差係数（一般に 0.3） ･････(表 2-5) 

 

  (2) 接する室が厨房等熱源のある室の場合 

    ○冷房負荷 

      ｑＫ２ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔc 

          △ｔc ＝ （ｔｏｊ－ｔｊ）＋２ 

    ○暖房負荷 

      ｑＫ２ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔh 

          △ｔh ＝ 0.3（ｔｊ－ｔｏ）    ※一般と同じ 

 

  (3) 空調温度差のある室と接している場合 

    ○冷房負荷 

      ｑＫ２ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔc 

           △ｔc ＝ ｔａ－ｔｊ 
    ○暖房負荷 

      ｑＫ２ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔh 

           △ｔh ＝ ｔｊ－ｔａ 

 ｔａ ：隣室温度［℃］ 

 

  (4) 土壌に接する床・地中壁 

    ○冷房負荷 

      ｑＫ３ ＝ ０ 

    ○暖房負荷 

      ｑＫ３ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔh 

           △ｔh ＝ ｔｊ－ｔｘ 

 ｔｊ ：設計用屋内温度［℃］ 

 ｔｘ ：設計用地中温度［℃］ ･････(表 2-19) 

 

 

４ ガラス面通過熱負荷 

 

  ○冷房負荷 

    ｑＧ１ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔc ･････(2-2-4(1) 参照) 

        △ｔc ＝ ｔｏｊ－ｔｊ 
  ○暖房負荷 ･････(2-3-2(1) 参照) 

    ｑＧ１ ＝ Ａ・Ｋ・△ｔh・δ 

        △ｔh ＝ ｔｊ－ｔｏｊ 

 

 ｑＧ１ ：ガラス通過熱負荷［Ｗ］ 

 Ａ ：ガラス面面積［㎡］ 

 Ｋ ：ガラス熱通過率［Ｗ/(㎡･Ｋ)］ ･････（表 2-14） 

 △ｔc ：冷房内外温度差［℃］ 

 △ｔh ：暖房内外温度差［℃］ 

 ｔｏｊ ：設計用屋外温度［℃］ ･････(表 2-11、2-19) 

 ｔｊ ：設計用屋内温度［℃］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(b)) 

 δ ：方位係数 ･････(表 2-17) 
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 ※設計用屋外温度：24 時間空調を行う場合は冬期夜間温度の乾球温度とする。 

 ※方位係数：24 時間空調を行う場合は乗じないものとする。 

 

 

５ ガラス面日射負荷 

 

  ○冷房負荷 

    ｑＧ２ ＝ ｑＧ２n・Ａ                     ･････(2-2-4(2) 参照) 

    外部遮へい(ひさしまたはルーバー(縦))がないとき 

      ｑＧ２n ＝ ＩＧ・ＳＣ                     ･･(2-2-4(2)① 参照) 

    外部遮へい(ひさしまたはルーバー(縦))があるとき 

      ｑＧ２n ＝ （ＩＧD・ＳＧ＋ＩＧＳ）・ＳＣ        ･･(2-2-4(2)② 参照) 

           ＝ ｛（ＩＧ－ＩＧＳ）・ＳＧ＋ＩＧＳ｝・ＳＣ         

  ○暖房負荷 

    ｑＧ２ ＝ 0 

 

 ｑＧ２ ：ガラス面日射負荷［Ｗ］ 

 ＩＧ ：ガラス面標準日射熱取得［Ｗ/㎡］ ･････(表 2-15) 

 ＩＧD ：ガラス面標準日射熱取得直達日射成分［Ｗ/㎡］ 

 ＩＧＳ ：ガラス面標準日射熱取得天空日射成分［Ｗ/㎡］ ･････(表 2-15 の日影の値) 

 ＳＣ ：遮へい係数 ･････(表 2-14) 

 ＳＧ ：ガラス面日射面積率（＝ガラス面日照面積／ガラス面全面積） 

 Ａ ：ガラス面面積［㎡］ 

 

    ・ＳＧ（ひさしや袖壁があるとき）はｘとｂ、ｙとｈの関係により求める ･････(表 2-6) 

          x 

ｙ 
x ≦ 0 0 ＜ x ＜ b x ≧ b 

y ≦ 0 0 0 0 

0 ＜ y ＜ h 0 x・y／b・h y／h 

y ≧ h 0 x／b 1 

      ｘ＝Ｂ－ｂ'－ｖ・｜ｔａｎγ｜ 

      ｙ＝Ｈ－ｈ'－ｗ・ｔａｎφ 

 ｔａｎγ：壁面に対する太陽方位角の正接  ･････(表 2-16) 

 ｔａｎφ：見掛けの太陽高度の正接 ･････(表 2-16) 

 

    ・ＳＧ（ルーバー(縦)があるとき）は以下の式により求める 

       1－（w＋0.85d・｜ｔａｎγ｜／l） 

 1:羽板のスパン[mm] 

 w:羽板の横幅[mm] 

 d:羽板の奥行[mm] 

 

    ・ＳＧ（ひさしとルーバー(縦)を組み合わせて使用するとき）は以下の式により求める 

      SG（ひさしや袖壁があるとき）・SG（ルーバー(縦)があるとき） ※小数点第 3 位を切り上げます。 

 

 

６ 照明負荷 

 

  ○冷房負荷 

    ｑＥ ＝ Ａ・ＷＬ ･････(2-2-5 参照) 

 

  ○暖房負荷 

    ｑＥ ＝ ０ 
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  ○暖房負荷 (冬期の内部発熱負荷計算をする場合) 

    ｑＥ ＝ －(ｑＥ’・φhＥ／100) 

    ｑＥ’ ＝ Ａ・ＷＬ ･････(2-2-5 参照) 

 

 Ａ ：室面積［㎡］ 

 ｑＥ ：照明負荷［Ｗ］ 

 ＷＬ  ：単位面積当たりの照明器具の消費電力［Ｗ/㎡］ （表 2-7） 

 ※補正照度に設計照度と異なる値が入力された場合は、 

 消費電力＝（補正照度×設計照度の消費電力）／設計照度 

 ※補正値が入力された場合は、 

 消費電力＝補正値×消費電力 

 φhＥ  ：冬期の照明負荷率［％］ 

 

 

７ 人体負荷 

 

  ○冷房負荷 

    ｑＨ ＝ ｑＨＬ＋ｑＨＳ ･････(2-2-6 参照) 

    ｑＨＬ ＝ n・ｑＨＬＰ 

    ｑＨＳ ＝ n・ｑＨＳＰ 

 

  ○暖房負荷 

    ｑＨ ＝ ０ 

 

  ○暖房負荷 (冬期の内部発熱負荷計算をする場合) 

    ｑＨ ＝ ｑＨＬ ＋ｑＨＳ ･････(2-2-6 参照) 

    ｑＨＬ ＝ －(ｑＨＬ’・φhＨ／100) 
    ｑＨＳ ＝ －(ｑＨＳ’・φhＨ／100) 

    ｑＨＬ’ ＝ n・ｑＨＬＰ 

    ｑＨＳ’ ＝ n・ｑＨＳＰ 

 

 ｑＨ ：人体負荷［Ｗ］ 

 ｑＨＬ  ：人体発生潜熱量［Ｗ］ 

 ｑＨＳ ：人体発生顕熱量［Ｗ］ 

 ｎ ：各室人員数［人］ 

 ｑＨＬＰ ：１人当りの発生潜熱量［Ｗ/人］ ･････(表 2-8) 

 ｑＨＳＰ ：１人当りの発生顕熱量［Ｗ/人］ ･････(表 2-8) 

 φhＨ ：冬期の人体負荷率［％］ 

 

 

８ その他の内部発熱負荷 

 

  ○冷房負荷 

    ｑF ＝ ｑf3 

    ｑM ＝ ｑｍ１＋ｑｍ２＋ｑｍ3 

    ｑｍ１ ＝ Ｐ１・Ａ・φ 

    ｑｍ２ ＝ Ｐ２・φ 

    ｑf3 ＝ Ｐ3L 

    ｑｍ3 ＝ Ｐ3s 

 

  ○暖房負荷 

    ｑF ＝ ０ 
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    ｑM ＝ ０ 

 

  ○暖房負荷 (冬期の内部発熱負荷計算をする場合) 

    ｑF ＝ ｑf3 

    ｑM ＝ ｑｍ１＋ｑｍ２＋ｑｍ3 

    ｑｍ１ ＝ －(ｑｍ１’・φhM1／100) 

    ｑｍ２ ＝ －(ｑｍ２’・φhM1／100) 

    ｑｍ3 ＝ －(ｑｍ3’・φhM2／100) 

    ｑf3 ＝ －(ｑf3’・φhM2／100) 
    ｑｍ１’ ＝ Ｐ１・Ａ・φ 

    ｑｍ２’ ＝ Ｐ２・φ 

    ｑf3’ ＝ Ｐ3L 

    ｑｍ3’ ＝ Ｐ3S 

 

 ｑF ：その他の内部発熱負荷(潜熱)［Ｗ］ 

 ｑM ：その他の内部発熱負荷(顕熱)［Ｗ］ 

 ｑｍ１ ：事務機器による負荷［Ｗ］ 

 ｑｍ2 ：大形事務機器等による負荷［Ｗ］ 

 ｑf3 ：その他潜熱負荷［Ｗ］ 

 ｑｍ3 ：その他顕熱負荷［Ｗ］ 

 Ｐ１ ：事務機器の消費電力［Ｗ/㎡］ 

   会議室、上級室等 (＝10～15) 

   一般事務室 (＝15～30) 

 Ｐ２ ：大形事務機器等の消費電力［Ｗ］ 

 Ｐ3L ：その他潜熱［Ｗ］ 

 Ｐ3S ：その他顕熱［Ｗ］ 

 Ａ ：室面積［㎡］ 

 φ ：負荷率 (≒0.6) 

 φhM1 ：冬期のその他内部発熱負荷率(機器)［％］ 

 φhM2 ：冬期のその他内部発熱負荷率(その他)［％］ 

 

 

９ すきま風負荷 

 

  (1) すきま風量 

 

窓サッシのすきま風 

    ＱＩ ＝ Ａ・Ｑｉ （窓面積法） ･････(2-2-8(1) 参照) 

 ＱＩ ：すきま風量［m3/h］ 

 Ａ ：サッシ面積［㎡］ 

 Ｑｉ ：サッシの単位面積当たりのすきま風量［m3/(㎡･h)］ ･････(表 2-9) 

 

  ※外壁面積法は行っていません。 

 

  (2) すきま風負荷 

 

    ○冷房負荷 

      ｑＬ ＝ ｑＬＬ＋ｑＬＳ ･････(2-2-8(2) 参照) 

      ｑＬＬ ＝ γ・ρ・ＱＩ・（ｘｏ－ｘｊ）／3.6 

      ｑＬＳ ＝ Cp・ρ・ＱＩ・（ｔｏｊ－ｔｊ）／3.6 

 

    ○暖房負荷 

      ｑＬ ＝ ｑＬＳ＋ｑＬＬ 
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      ｑＬＬ ＝ γ・ρ・ＱＩ・（ｘｊ－ｘｏ）／3.6 

      ｑＬＳ ＝ Cp・ρ・ＱＩ・（ｔｊ－ｔｏ）／3.6 

 

 ｑＬ ：すきま風負荷［Ｗ］ 

 ｑＬL ：すきま風による潜熱負荷［Ｗ］ 

 ｑＬS ：すきま風による顕熱負荷［Ｗ］ 

 γ ：水の蒸発潜熱［kJ/kg］(＝2,500) 

 ρ ：空気の密度［kg/㎥］(≒1.2) 

 Cp ：空気の定圧比熱［kJ/(kg・K)］(＝1.0) 

 ｘｏ ：設計用屋外絶対湿度［kg/kg(DA)］ ･････(表 2-11、表 2-19) 

 ｘｊ ：設計用屋内絶対湿度［kg/kg(DA)］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(b)) 

 ｔｏｊ ：設計用屋外温度(夏期)［℃］ ･････(表 2-11) 

 ｔｏ ：設計用屋外温度(冬期)［℃］ ･････(表 2-19) 

 ｔｊ ：設計用屋内温度［℃］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(b)) 

 

 ※設計用屋外絶対湿度：24 時間空調を行う場合は冬期夜間温度の絶対湿度とする。 

 ※設計用屋外温度(冬期)：24 時間空調を行う場合は冬期夜間温度の乾球温度とする。 

 

 

10 外気負荷 

 

  (1) 全熱交換器を計算しない場合 

 

    ○冷房負荷 

      ｑＯ ＝ ＱＯ・ρ（ｈＯｊ－ｈｉ）／3.6 ･････(2-2-10 参照) 

 

    ○暖房負荷 

      ｑＯ ＝ ＱＯ・ρ（ｈｉ－ｈＯ）／3.6 

 

  (2) 全熱交換器を計算する場合 

 

    ○通過率＝0%の場合 

      (1)の計算式より求める 

 

    ○通過率＝100%の場合 

      ○冷房負荷 

        ｑＯ ＝ ＱＯ・ρ（ｈSA－ｈｉ）／3.6 

        ｈSA ＝ ｈＯｊ－ηc・（ｈＯｊ－ｈｉ） ※小数点第２位を四捨五入します。 

 

      ○暖房負荷 

        ｑＯ ＝ ＱＯ・ρ（ｈｉ－ｈSA）／3.6 

        ｈSA ＝ ｈＯ－ηh・（ｈＯ－ｈｉ） ※小数点第２位を四捨五入します。 

 

    ○通過率が上記以外の場合 

      （例）「通過率」を「60」とした場合 

      ｑＯ ＝ (2)の計算式で求めた外気負荷（※1）＋(1)の計算式で求めた外気負荷（※2） 

      ※1 外気量はＱＯ（設計外気量）の 60％に相当する値を使用 

      ※2 外気量はＱＯ（設計外気量）の 40％に相当する値を使用 

 

  (1)(2)共通 

 

    ○冷房負荷 

      ｑＯS ＝ｑＯ・(ｔｏｊ - ｔｊ)／(ｈＯｊ - ｈｉ) ※小数点第 1 位を切り上げます。 
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      ｑＯL ＝ｑＯ - ｑＯS 

 

 ｑＯ ：外気負荷［Ｗ］ 

 ｑＯS ：外気による顕熱負荷［Ｗ］ 

 ｑＯL ：外気による潜熱負荷［Ｗ］ 

 ρ ：空気の密度[kg/m2] （≒1.2） 

 ＱＯ ：設計外気量［m3/h］ 

 ｈＯｊ ：外気の比エンタルピー(夏期)［kJ/kg(DA)］ ･････(表 2-11) 

 ｈＯ ：外気の比エンタルピー(冬期)［kJ/kg(DA)］ ･････(表 2-19) 

 ｈSA ：給気の比エンタルピー［kJ/kg(DA)］ 

 ｈｉ ：室内空気の比エンタルピー［kJ/kg(DA)］ 

 ηc ：全熱交換器の熱交換効率(夏期) (＝画面値［％］／100) 

 ηh ：全熱交換器の熱交換効率(冬期) (＝画面値［％］／100) 

 ｔｏｊ ：設計用屋外温度(夏期)［℃］ ･････(表 2-11) 

 ｔi ：設計用屋内温度［℃］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(b)) 

 

 ※比エンタルピーは各時刻の乾球温度、相対湿度より算出された値です。 

 ※暖房負荷にて 24 時間空調を行う場合は夜間温度の比エンタルピーとする。 

 

11 加湿量 

 

  (1) 全熱交換器を計算しない場合 

    Ｇｓ ＝ 1.2（Ｑo＋Ｑi）・（ｘｉ－ｘｏ） 

 

  (2) 全熱交換器を計算する場合 

    ○通過率=0%の場合 

      (1)の計算式より求める 

 

    ○通過率=100%の場合 

      Ｇｓ ＝ 1.2（Ｑo＋Ｑi）・（ｘｉ－ｘＳＡ） 

      ｘＳＡ ＝ （hＳＡ－tＳＡ）／(2501＋1.805tＳＡ） ※小数点第５位を四捨五入します。 

      hＳＡ ＝ hｏ－ηh(hｏ－hi） 

      tＳＡ ＝ tｏ－ηｔ(tｏ－ti） 

 

    ○通過率が上記以外の場合 

      （例）「通過率」を「60」とした場合 

      Ｇｓ ＝ (2)の計算式で求めた加湿量（※1）＋(1)の計算式で求めた加湿量（※2） 

      ※1 外気量はＱＯ（設計外気量）の 60％に相当する値を使用 

      ※2 外気量はＱＯ（設計外気量）の 40％に相当する値を使用 

 

 ＧＳ ：加湿量［kg/h］ 

 ｘｉ ：室内空気の絶対湿度［kg/kg(DA)］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(ｂ))  

 ｘｏ ：外気の絶対湿度［kg/kg(DA)］ ･････(表 2-19) 

 ｘＳＡ ：全熱交換器の給気の絶対湿度［kg/kg(DA)］ 

 hＳＡ ：全熱交換器の給気の比エンタルピー［kJ/kg(DA)］ 

 tＳＡ ：全熱交換器の給気の乾球温度［℃］ 

 ho ：外気の比エンタルピー［kJ/kg(DA)］ ･････(表 2-19) 

 hi ：室内空気の比エンタルピー［kJ/kg(DA)］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(ｂ)) 

 to ：外気の乾球温度［℃］ ･････(表 2-19) 

 ti ：室内空気の乾球温度［℃］ ･････(表 2-1(a)、表 2-1(ｂ)) 

 ηh ：全熱交換器の熱交換効率(冬期) (＝画面値［％］／100) 

 ηｔ ：顕熱交換効率(＝画面値［％］／100) 

 Ｑo ：設計外気量［m3/h］ 
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 Ｑi ：すきま風量(冬期)［m3/h］ 

 

 ※設計外気量が未入力の場合は加湿量 0 となります。 

 ※24 時間空調を行う場合は冬期夜間温度の乾球温度、絶対湿度、比エンタルピーとする。 
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使用データ（補足） 

 

 ■組合せ地区 

「表 2-11」夏期設計用屋外条件の地名（P.372～P.373）の８０地区を使用しています。 

 

 ■設計屋外条件(各時刻の温度（９・12・14・16 時）、絶対湿度（９・12・14・16 時）、最多風向) 

「表 2-11」夏期設計用屋外条件と、その地名（P.372～P.373）を使用しています。 

「表 2-19」冬期設計用屋外条件と、その地名（P.391～P.392）を使用しています。 

 

 ■ガラス標準日射取得 IG 

「表 2-15」ガラス面標準日射取得 IG（P.384～P.385）の１０地区を使用しています。 

  

 ■実効温度差ＥＴＤ 

「表 2-13(a)」実効温度差ＥＴＤｊ（室温 28℃）（P.375～P.378）の１０地区を使用しています。 

「表 2-13(b)」実効温度差ＥＴＤｊ（室温 26℃）（P.379～P.382）の１０地区を使用しています。 

 

 ■見かけの太陽高度と方位角 

「表 2-16」夏期の見かけの太陽高度の正接および壁面に対する太陽方位角の正接（P.386～P.387）を使用

しています。 

 

 ■暖房設計用地中温度 

「表 2-19」暖房設計用地中温度（P.391～P.392）の８０地区を使用しています。 

 

 ■壁タイプ選定表 

「表 2-12」壁タイプ選定表（P.374）を使用しています。 

 

 ■ガラス種類 

「表 2-14」各種ガラスの遮へい係数ＳＣ、熱通過率Ｋ（P.383）を使用しています。 

 

 ■構造体材料 

「表 2-4」材料の熱定数表（P.362）を使用しています。 

また、便覧 「表 17・18」材料の熱定数表(p.401)から追加補充しています。 

 

正誤表（https://www.pbaweb.jp/publication/seigo/r6sekkeikijyun/）も公開されていますので、ご確認ください。 

https://www.pbaweb.jp/publication/seigo/r6sekkeikijyun/

